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言語発達のための読話⑬発語訓練
－ラスマン「ろう幼稚園児のための言語」－
ここに述べられる諸訓練は、発語と読唇の語彙を、ろう幼児に与えるために計企された
ものである。教師や親は子どもの日常の生活に有益である語を中心にして授業を行ってい
る。たとえ個々 の子どもの欲求に適応するために「ただちに」変更することが必要になる
としても、組織的な計企は、あらゆる授業が、ある価値を持つために必要である。
子どもの指導をしたことのある人は、少しずつでも毎日の特別の訓練が、1週に1度や
2度の長い時間の訓練よりもずっと効果的であることを知っている｡,とくに、2，5才の
幼児の場合にはなおさらであることを。
読属発語、聴能訓練は非常に密接に結ばれていなければならない。そうして、どこで
その一つがすんで、他の仕事が始まるかということはむずかしいようだ。このことは､非
常に幼い子どもの読唇や発語についてとくに真理であり、以下読唇と発語の訓練が一つの
単位として扱われる理由になる。
大人は、子どもがよく訓練されれば、子どもはもっとずっと激しい特別訓練を受けるこ
とが可能な段階にまで達することを知っている｡そこで､大人と子どもは短い期間､他の
仕事はやめておいて、聴能訓練、読唇、発語準備のどれかに集中することができる。しか
し、幼稚園の訓練を通して、読唇、発語、聴能訓練の成功は、その5つが一緒にされた訓
練の方法が如何に行われたかというその程度に多く依るものである。
もしも子どもが特別或る語を読唇するように訓練されるならば、大人は、その学習の
間、できるだけ度々 その語をいうだけでなく、あらゆる機会を捉えて、子どもの手を大人
がその語を言う時にその人の頬に置いたり、又子ども自身の声を使って模倣させるように
励ます。叉その語を子どもの耳の近くでいったり、もし補聴器をつけるような場面なら、
a
マイクロフォンを通していうようにする。
幼ろう児の親や教師は、けっして子どもの気分や精神衛生を犠牲にして、うまくいく技
術まで危くしてしまわないようにしなければならない。指導されるどんな技術でも適応す
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るためには時間をかけなければならないし、すべての授業は短時間ずつ行われるべきであ
る。熱心な喜びと興味の5分間乃至10分間は、50分間の嫌な学習よりもずっといい、又長
く続く結果を生むものである。
説明の都合上、好ましい学習が、ここでは、名詞、動詞、形容詞､などというふうにま
とめられてある。しかし、実際には、けっして一語力粉れた形で現われて来るのではなく
て、ほんとうの物や他の語に関係した一語として現われてくる。であるから、句や文全体
が必然的に各課の中に入らなければならない。
親や教師は、感覚訓練学習に非常に通じていなければならない。というわけは、初歩的
段階では、読唇と発語準備とが殆んどいつも重複しているからである。
ロ
詞口口
名 詞
・幼ろう児の読唇の最初の導入は、普通感覚訓練練習を通して行われる。その初歩的なも
のは物をマッチさせるところと結ばれる。であるから、読唇の最初の語は、大てい名詞
一一これらの物の名一が自然である。
教師や親は、子どもの読唇や発語訓練の運びをよくするために、はじめのマッチされる
感覚訓練練習にもどることを知るであろう。唇を注目して読唇を通して了解したがる子ど
もの興味がでる時、子どもは読唇の目的のために物をマッチさせることから、いよいよ、
ますます関係なくなるであろうb
しかし初期の読唇や発語の学習では、2，3才児についてはとくにそうなんだが、絵よ
りむしろ物が用いられるべきで、子どもが物から絵へうつる機会を持つまでは、ただ物だ
けが用いられるべきである。
親は子どもがよく本の頁の中から絵をつま承とろうとするものであり、或は又、絵を投
げようとさえするものであることを知っている。－即ち、絵の中のボールは、玩具箱か
らボールを出したり投げたりすることができるようにはできないのだということのわから
ない子どもにとって、まったく普通な感応を知っている。しかし、初期の特別読唇や発語
,の学習のさい、物が用いられる一方、物と絵の関係は、感覚訓練によって発達させられ又
はっきりさせられる。
三つの物の1群が、この学習の第’課で充分であるcそしてその語は、唇の上で同じよ
うに見えない語であることが望ましい。例えば、carballairplaneというろ語がこの
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第1課の最初に選ばれる語として適当であろう。子どもがそれらの語に慣れてくると非常
にたやすく読唇するように思われる1語がしばらく除外されて、他の物、例えばshoeの
ような語が、ballやairplaneと一緒に用いられたらいい。日が経つと、こんどはcar
shoeballが同時に用いられたらいい。それから次には、airplaneearshoeが一群と
して用いられる。そういうふうにして進めていく。混乱を起させないように、極く僅かの
変化がなされて各課に違いが加えられていく｡一時にただ1つの新語が慣れた語に加えら
れて成功に向って進められていく。
大人は各々 の物をつま承上げて、子どもの手を自分（大人）の頬につけると同時に、そ
れが何であるかと子どもに話してやるといい。「これはballです」「これはcarです」
「これはairplaneです」と話す。ポー ルが子どもに与えられ、子どものあいている方
の手が話者の頓に置かれると同時に、「あなたはballを持っているo｣ballを箱の中
に入れなさい｡｣のような文章が使われるo子どもはボー ルが箱の中に入れられることによ
って、意味することを示さなければならない。できることならいつでも、子どもの手は、
自分自身の頓に置かれて、大人がいうことを真似るように奨励されることが好ましい。
同様な手順が他の物について話すときにも用いられる。親や教師は違った方法仕方で物
について話すことを恐れてはならない。同じ表現が特別の語が繰り返されるほど頻々 と用
いられる必要はない。
3つの物が箱の中に入れられたあとで、大人はもし必要なら自分の手を出して「ballを
見つけて私に頂戴｡」あるいは、「ballを頂戴。ハイ、ball」というとよい。
大人は不正確な返答に対する用意をしておかなければならない。そうしてその場面にお
ける子どもの安全でない不適切な感じを防ぐに具合のよい用意をしておかなければならな
い。そんなことは非常に度々 起る。大人が眉をよせて、いや違う、というような否定的な
言辞を用いて、要求されたものが結果として生んだ幼い子どもの失敗、そうして多くのろ
う児によって語られる最初のコトバは「いや違う」であるということに不思議はない。も
しも子どもがポールの代りに電車をとり上げたとすると、大人はただ、「それは電車で
す。ポールを頂戴」といえばよろしい。大人はその電車を箱の中にかえし、再びボールを
探がさす。正しくポールが選ばれたら、それは箱の中へかえさないで、大人はそれを持っ
たらいい。もしも子どもが度々の繰り返しにかかわらず困難を感ずるようなら、大人は他
のポー ルを取って、「これがballです。さあ、他のボー ルを頂戴｡｣という。
ろつの物が皆、箱から取り出されてしまったら、大人はそれらを部屋の周囲に置く。即
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ち、ポー ルは隅に、電車は窓のしきいのところに、飛行機はドアの後にといった具合に。
これがすむと、子どもは歩いて行く。その時に大人は各々 の物について話す。その時子ど
もは大人に注目する。子どもと大人とはもとの位置にもどる。そうして大人は、触覚、視
覚、聴覚の補助手段によって、各の物を持って来いという。子どもはそれぞれの物のとこ
ろへ走って行って、大人のところへ返しに来る｡子どもの側に何かへまがあっても、いい
加減にあしらわれたらいいのであって、助力は後のことである。
こういう語を更に学習していく際に、紙の袋が用いられたらいいと思う。3つの袋が、
物を入れて机の上に置かれると具合がいい。大人は「ballを見せて頂戴｡」という。そう
して、子どもが大人の助けのあるなしによらずポー ルを示したあとで、大人は1つの袋を
開けて、子どもの前に置いて「ballを袋の中に入れて頂戴｡」というo同じようなやり方
がcarやairplaneについてもとられたらいい。
大人は子どもの手を頬に置き、大人の口を覆いかくすか、もし子どもがいやがらないな
ら子どもの眼の上に大人の手を置いて、いろいろの語の中の一つをいう｡例えば「car」
というぐあいに。すぐこのあとで、子どもは話者の唇を見さされて、その語は重ねていわ
れる。そうして子どもは､その物が或る袋の中にあることが知らされる。同じやり方が飛
行機やポー ルについても行われる。次にこの動作は実施され、子どもは、特別の物を彼自
身見付ける機会を与えられる。
ある時期を越すと、幼い子どもは、相対的に、ただ触覚の方法だけで、物を見付けるこ
とが巧くなる。たとえ、子どもが触覚の方法によって読唇することがゆるされるとして
も、子どもはある場合には、読唇と聴能とにより、又ある場合には読唇も聴能もどちらも
なしで「コトバを感ずる」ことに普通の経験を与えられたらよろしい。
親や教師は、とくくつ物を見つけたり、ある物の中から物をとり出したり、ある物の中
にそれを入れることを喜ぶ。2，3才の子どもの場合には、箱や紙袋を用いることが興味
を保つ助けになることを知るであろう｡ある親は、自分と5才の子どもとが、抽Hiし付き
の机の下段の抽臓しのそばの床に座り、玩具を子どもの着物の下にかくして、読唇と発語
模倣にいい結果を得たことを知った。次第に、子どもは、同じ物を他の場所で学習するこ
とに興味を持って来た。しかし、子どもの興味は、まず物を箪笥の中に隠す子どもの欲求
を通してうまく刺戟された。
5才の子どもがいやがらないで興味を持って､あるいはまさに1つの動作に注意をして、
1課の中の若干の物を熟考する沢山の動作の中に入ったとするoもしもその子の注意の長
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さがこのような訓練にとって非常に短いものなら、その課は短くされるべきであり、1
日あるいは翌日まで続けられるべきである。教師や親は、色や大きさの違う数セットの物
を持つようにすすめられる。そうすれば、子どもは新しい興味を感ずるであろう。一方、
その子は、同じコト（に必要な反覆訓練を得ることになるのである。
1，2年ケ年予備訓練を経た4才児は、名詞について「もっと進んだ」学習をなすこと
が期待され得る。こういう子どもは、読唇を通して、物と物の絵をもつもっと多くの、動
作をやりおおせるかもしれないし、大人の真似をするほど多くのコトバを使用するであろ
う。
早くから訓練されている何人かの4，5才児は、2，3名のグルー プになって動作する
ことを喜ぶものである。とくに1人の子どもが、先生になって、他の子どもが生徒になる
「学校ごっこ」を喜ぶものである。こういう場面は、とくに5才児でうまくいく。「先
生」は1人の子どもに特別のものについて尋ねる。他の子どもが他の物について尋ねると
いった具合に。そうしてそれから、他の子どもが、「先生」にかわる。この練習は、読唇
について、お互に練習をさせることになり、こういう経験は、幼稚部レベルで始められる
ことが好ましい。
前から訓練を受けており、今もうまくやっている4，5才児は、次のような遊戯を喜ぶ
ようだ。数枚のカードがくばられる。その子と大人とが、そのカードの名前を復習する。
それから、大人は背を向ける。子どもが一語をいう。そうすると、教師や大人は向きをか
えてもそれに対応する絵を示す。もしもそのコトバが、普通の子どもが言えるほどよく言
えないと大人が思うなら､わからないふりをする。こうして子どもにそれを繰り返えさせ
る。このテクニックは、慎重にうまく演出されなければならないので、子どもはいつも、
自分が失敗しているとか、自分の言うことが理解され得ないとかいうようなことは感じな
い。
教師や親は、子どもがあらゆる語の中に起きるコトパの要素に慣れることができるよう
に､名詞を中心にして、注意してレッスンを組み､立てる。これを完成するためにきまった
型を用いる必要はない。小さな群の語、それらの中には特別の音が凡てに共通であるんだ
が、選択されて用いられたらよろしい。例えばairplanecarballなど、前述のものな
どが用いられたらいい。
bは唇の上にたやすく見得るから、boybabyballなどの語が、物や絵と対応され
て、読唇や発語準備の一連のレッスンのための材料として構成されたらいい。各々に聴能
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訓練が伴うと、このようなレッスンは、ある期間を経ると、非常に効果をあげるものであ
る。子どもはただに、bや何か他の発音要素にだけふれさせられるのではなくて、それが
語の中に出ているものとしてのゑ強調されなければならない。bという発音要素ただそれ
だけは、子どもにとっては何等の意味も無いものであって、そういうふうに切り離された
形で絶えず訓練を続けていると、子どもが「baby」というべきところを「bu-aby」とい
うような結果になるかもしれない。
他のレッスンは、dを練習するために、dolldaddydoorなどという語で、fを練習
するためにfishfootflowerなどという語で行われるとよろしい。訓練やあらゆるレデ
イネスの発達を子どもは経験するので、読唇課題の語は、語のはじめの子音によってまと
められることが好ましい。そこでpではじまる語は、ある課か、あるいはその課の一部分
で、thではじまる語は他の課でという具合に、用いられたらよろしい。その後で、同じ
子音で終る語が、まとめられることが好ましいし、共通の真ん中の子音でまとめられるこ
とが好ましい。例えば、drumやgunが同じ課になり、paperやsupperが他の課
で一緒にされて指導されることが好都合である。
たとえ、このようなグループ別にしていることは、幼児が特別のコトバの要素に慣れる
ように試みられているにしても、子どもは、すぐにそれを模倣することはできないのだと
いうことを心すべきである。子どもは、それを唇の上に見るのに、かなり度々 の練習を必
要とする。というわけは、コトバの要素は、子どもにそれを試めさす前にあらゆる語に入
っているからである。興味を引く物や動作に関して、日々読唇練習をすれば、次第にそれ
らの音の構成に印象づけられ、少しずつ、音が同一であるか違うかということを認めるよ
うになり、だんだんうまくそれを模倣するようになる。
名詞を読唇する子どもの能力が増すにつれて、それらの名詞は、子音が前に来るとか、
中程に来るとか、しまいに来るとかということだけによって群にされる以外に、食べ物、
家具、玩具、乗り物、動物、皿、屋外の物、衣類、身体の諸部分、家族、交友などのよう
な物別によって群にされることが好ましい。やがて、読唇や発語のために学習しなければ
ならない名詞は、子どもがしなければならない練習に興味を添えるいろいろ変化のある表
の中に入れられて練習されなければならない。
物が多いことが、この準備的な発語や読唇の練習に大切なことである。そこで、両親や
教師は、子どもが反覆練習したり、興味を持ち且つ喜んで学習していくために、多くの個
々の絵や、個々のテーブル大の表や、大きな壁掛けの表を用意することが好ましいことを
－20－
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知る。
子どもの発語や読話のためのカード、チャート・ブックを作るために画家である必要は
ないoそれらの絵は、近刊の雑誌から切りとったらいいのであって、苦労して輪廓をとっ
たり採色したりずる必要はない。必要な絵が雑誌や絵本からすぐ思うままにとれない時に
は、親や教師は、その絵を自分で画いて採色したらよい。しかしそうかといって、この仕
事にへとへとになるほど精を出す必要はない｡
子どもが読唇や発語準備のためにぶつかる語はどれも、それぞれ別のカードに画かれる
ことが好ましい。各児童は、自分のテーブルや机の上で扱い易い小カードを用意したらよ
ろしい。又壁に掛けたり、床に立てることのできる大きな表もあった方がよい。子ど'もは
又、読唇することを習った語で書かれた本や、或る程度明瞭にいうことのできる語で書か
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れた本を持つことを喜ぶものである。
親や教師は、1頁叉は1枚の表の上に非常に多過ぎる絵を画かないように注意しなけれ
ばならないol枚の図表に、非常に密接して食べ物の絵が画かれているよりも、きれいに
切られて、スペースのよく調っている5枚の絵の方がずっと効果的である。そのわけは、
子どもは何か1つの絵を1枚の非常に密接して画かれた図表の中から探すことには、非常
に困難を感ずるものであるからである。
第1図は、名詞の読唇訓練に用いられるに都合のよい児童個人用の教科書に入れる図の
実例である。児童の語彙が増すに従って、それぞれの子どもが、玩具関係とか、食物関係
とかの小さい冊子を作ることが好ましい。
第2図と第ろ図は発語要素に子どもを親しませるために用いる表である。
訓練するときには、時としては大きな表が用いられ、ある時はテーブル大の表が用いら
れ、又ある時は子どもの個々の本が与えられたらよろしい。又これらを一緒に用いること
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もある。
子どもが読唇を通して、ある物を指示することを
学習する時、大きな表の特別の語を指す小さな竹の
むちが与えられるとよい。このような道具や遊具を
用いると、子どもはずっと喜んで学習するものであ
るo
小さな表は読唇や発語準備と一緒に聴能訓練をす
るのに具合がよい。というわけは、小さな表は1枚
1枚になったカードをたくさん使ったり、大きな表Fig31樫に7よった刀一トをたくさん使ったり、大き
よりもテーブルの場所をあまりとらないから、子ど
もは大人のいうことを読唇し、表の上の絵を指し、片一方の手を話し手の顔に置き､他方
の手を自分の頬に置いて、その語を模倣し、そうして補聴器のマイ.クロフオンの中の話と
しての大人の声や自分の声に耳を傾ける。あとでは、マイクロフォンは取り除かれる方が
よい。そうして大人が話す。子どもはその語を自分の小さな表や大きな壁掛け表の中に見
つけ出すであろう。
読唇を通して言語を理解するのに、訓練を持った経験のある4，5才児は、自分らの発
語や読唇の本や表の絵の側や下に書かれた語があることに気付くであろう。同じ表や似た
表が読唇、発語、語合わせと一緒になった学習で5才児に用いられる。第4表は、このよ
うな目的のために用いられる表である。
教師や親は、封筒が学習に変化を与えるのに役立つことを知る。これらの封筒は、ばら
ばらにされるか、大きなカード板に封筒の口を外側にして貼られる。ある封筒は玩具の絵
を入れるのに用いられ､他のは､着物の絵を入ｵるために使われる。あるいは､各封筒
は、その名前が同音ではじまる物の絵を入れるために用いられる。いつも子どもは、読唇
で1つの絵を見つけ、この語を言い、そうしてその絵を封筒の中へ入れる。こういう動作
を伴う方法で学習をすることは、来る日も来る日も同じような方法で同じ語について、た
だ読唇、発語だけをしているよりずっと効果的である。‐
黒板、紙やフェルトを切り抜いて作ったもの、手繰り人形､影絵､ロットゲー ム、人形、
のぞき、その他これに類するやり方は、大人にも、子どもにも学習をずっと面白くするの
に助けになる。
物をフェルトに画いて、そのデザインを切る。それから、子どもが語を読唇して言うと
－25－9
ト同時に、それに応ずる物が大きな1
枚のフエルトの上に置かれる。その
フエルトに応ずる物が貼られるので
はなくて、突き刺されるのである。
こういうことをすることも、子ども
にとって魅力になる。
手操り人形と紙人形とは、着物の
名や身体の各部分の名を学習するの
に非常に効果的である。人形は、時
に手を話し手の顔に置かせることを
奨励するのに有益である。ろう児
は、人形の手を自分自身の頬に置い
り、遊戯や色や、変化や、いぶかし
同や理解を作るのに都合がいい。
⑲ 傷
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同1ball
????．?‐
異｣只EB
balloOn train
… 匝国
て、人形に「話しかけ」て遊ぶ。時にびっくりさせた
がらせることなどは、注意力､深甚なる興味、よい共
Fig.5
色の塗ってある教室
と訓練場、そこには絵
と物とが、子どもの程
度や興味に応じて選ば
れているんだが、うま
く並べてあり、子ども
を刺戟するようになっ
ている。まず大人が話
し、次に子どもが鶏鵡
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???
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がえしに意味もわからずに模倣したり受け売りをするやり方で、読唇や発語が小さなテー
ブルの上で行われる無味乾燥な教室ぐらい退屈で人を引きつけないところはないo独創的
で、巧承に工夫し、興味を引く勇敢な大人、その人は教師であろうが、親であろうが、彼
等は、このような状態の下では、子どもが満足しないと同様に、満足しないものである。
学習に関係のある絵や物を探すために、絵の並べてある棚か、本か、図表のところへ走
って行って、学習の中途で、エアー フオンをとってしまう子どもは、じっと坐りっぱなし
で、来る日も、来る日も、又来る月も来る月も、動くことを恐れて、「話されている」子
｡－24－
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どもよりもずっと幸せであり、興味のある子どもである。計企された学習から逸れること
は、読唇や発語を促進し、健全なる学習の場面を作るものである。．
動 詞
bo"runfalljumpwalkなどのような動作を表わす動詞が、動詞の最初の読唇、
発語学習に用いられる。名詞の場合と同様、多くの表や絵が必要である。教師や親は、各
動詞が別々の画になっているのを持つ。各動詞の学習に必要な図表は、非常に容易に作ら
れるorUnという図表は、走っている犬の絵、走っている人の絵、走っている少女の絵、
走っている猫の絵、走っている少年の絵などである。この型の図表は、走るという動作
が､違った人や動物によって演ぜられるかもしれないという観念を仕上げる助けになる。
又、動詞と一緒に名詞の使用も練習する。
黒い紙を切って作ったシルエットの絵が､彩色された詳細に画かれた絵と同様に用いら
れたらよろしい。直線で作られた線画が叉用いられる。第6図には詳細に画かれた画、シ
ルエット、又線画の3つが’つの図表に画かれている。
Fig.6 幼児は色のついた絵を見つけて、それ
をシルエットや線画にマッチさせること
を喜ぶ。そうして各絵が発語する機会を
与える。
もしもbowという動詞が学習される
となると、次の手順がとられる。教師が
お辞儀をしている少女の彩色された絵を
子どもに見せて、「女の子がおじぎをし
ています｡」「私はおじぎをすることがで
きます｡｣と言う。教師がお辞儀をして、
「あなたはおじぎをするoジョンおじぎ
をしなさい｡」子どもが礼をする。「私は
おじぎをし、あなたもおじぎをする。」
絵を多くのチャートの中から探し出すよ
ru,、
Aboyisrunnlng
(detanedpicmre)炉〉??
AboyiSrunnmg
●
(Silhouette)
Aboyisrunning
(Stickfigure)
子どもは、1人の少女がお辞儀をしている他の
うに示される。正しい絵を指したあとで、子どもの手は大人の頬に置かれ、子どもは大人
と話すことが奨められ、そのあとで、「少女がおじぎをしています｡」や「礼」というの
－25－
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のを模倣するように励まされる。子どもは文章が用いられるに際して、アクセントのとこ
ろで手をたたいて練習させられる。
子どもは再びお辞儀をするようにいわれて、「私ばおじぎをする｡」といわれる。
動作を表わす動詞についてこの学習は変化と動作を伴って行われなければならない。子
どもは、同じ場所ではっきりした理由もないのに毎日毎日お辞儀をしたり、跳んだりして
いると、厭きて来るので、この学習はその価値をなくして失うことになる。
この学習を早くはじめた4，5才児は、どんな動作をしたらいいかということを、お互
に話し合う機会を持てるような小グループで、動作語を学習することをいつも喜ぶもので
ある。指導をする大人は、これらの動詞を読唇する機会を持つばかりでなく、ばらばらな
語の場合も短文の場合も共に、子どもによって、それらの用法を用意しなければならな
い。これは屡々、子どもが教師の役を演ずるに際し、生徒をしてこの大人の行動を要求す
る。とくに、グループウアークがまだできない時には格別そうである。
附加動詞は、子どもの年令や学習能力が都合のよい時に、授業にとり入れられる。この
動詞は会話の場面に出て来る動詞である。そうして後には、読承の準備の本に出て来る。
そうして詳しく説明される。例えば、laugh、cry、buy、give、dig、make、draw，
paste、cut、eat，sleep、などである。
幼稚園レベルの子どもは、自分ら用の小さな動詞本を持つことを喜ぶ。これは親や教師
によって容易に作られる。ある本は、runという動詞を説明する多くの絵でできてい
る。他の本は、walkという動詞を説明するようにできている。そうして、いつの日か
は、読唇用に学んだ動詞についての本を持つ。、
子どもは又、発語に用いるように学んだ動詞の本を持つことが好ましい。この発語の本
のあるページは、Pull,PuSk、PlayのようなPではじまる若干の動詞を説明している。
他の頁には、burn、buy、bowという動詞が説明してある。これらの発語本は触覚、視
覚、聴覚のテクニックを用いて、動詞をいうのに他の練習方法としてあるレッスンに用い
られる。ある1つの動詞は、動詞の用いられている全文同様に語られる。例えば、子ども
がsleepを学習すると､適当な場で、「少年が眠っている｡」「私は眠っている｡」を。run
を学習するとなると、「犬が走っている｡」「私は走る｡｣などをといった具合である。
幼ろう児に対して、現在進行型で動詞を用いる得策について若干の問題がある。そうし
て、しかも、親は彼等が聴児に話すようにろう児に話すことが強く忠告される。もしも聴
児が他の子どもの走っているのを見て、見たことをいうように言われると、彼は､「ボビ
ー26－
－は走りつつある｡｣という。というわけは、これが彼の周囲の大人から聞いた形であるか
らだ。非常に幼い聴児は、「走る｡」とだけいうかも知れない。そうして大人は、多分これ
に続けて、「ハイ、ボビイは走りつつある｡」というだろう。ろう児はたとえ彼があらゆる
場面で正しい形でまだ用いることのできない時でも、動詞が使われる種々 様々 な形に慣れ
る機会を持たねばならない。
小グルー プで学習する5才児や､時としては、以前に訓練を受けて、非常に短い期間、
1群で一緒に学習する2，3人の4才児は、次のような動詞遊びを喜ぶものである。大人
は､1人の子どもに、「ビリー 、え－とあなたは歩きます。」という･ビリー が歩いている
時に、大人は他の子どもにいう。「ビリー が歩きつつある｡」ビリー が戻って来て坐る時、
教師や親は、ビリー のところへ行って、ビリー の手を教師の頬に置いていう。その時、子
どもを指し、子どもの手指で自分自身を指し､模倣するように励ます「私は歩いた」それ
から教師は自身を指し、又、かわりばんこに子どもを順に指して、「私は歩かなかった。
ジミー は歩かなかった･ドリスは歩かなかった。ビリー は歩いた｡｣という。それから他の
子ども達も、「ビリーは歩いた｡｣といわされる。
他の子ども達も皆、同じあるいは異る動詞をやりとげることによって、これに参加する
機会を与えられる･そうして、それを彼ができるだけよく用いて、適当な形が大人によっ
て用いられるであろう。
「正しい」即ち普通の動詞形が用いられる。この型の練習は、時相（時制）を含む将来
、
の言語学習の基を礎く助けとなる。たしかに子どもは、彼が小学第1年に入る幼稚園のレ
ベルで出くわすあらゆる動詞のテンス（時相）を用いるほどは期待されない。彼がもしそ
れを用いたとしたら、その子どもは非常に例外なろう児であろう。期待していい最上のと
ころは、ある時のある物事をいうある程度異ったいい方を知る程度であろう。即ち、ここ
に現在起る動作について、又完成された動作について、且つ又、後に起るかもわからない
動作について、それぞれ異ったいい方を知る程度であろう。
その子が小学第1学年に入って、特別の訓練を受けた後でも、その子は多分、教師や親
によって、教唆される必要がある。しかし、動詞についてこの種の早い経験は、その学年
の時制に対応する程度助けておけばよかろう。即ち、特別の時制が必要である。陳述の意
味を得るために。又、この言語がこの子に全く知られていないので安心を感ずるために
も。
店、郵便局、劇場、農園、動物園、磯（海浜）などを思わせるゲー ムは、容易に大人に
－27－
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よって、即席に作られ、子どもに興味のあるものであって、動詞を学習するのに助けにな
る。想像の場面は、子どもが経験した実際の場面に似たものでなければならない。例え
ば、玩具店の場面は、子どもが母親と一緒に店に行った経験を持っておれば、どの点でも
子どもにより多くのものを意味するであろう。
空っぽの木の篭は、玩具店ごっこで棚と店の会計場を仮定する。缶詰にした食品、空の
紙製の箱や、奇妙な絵の画いているある紙箱などが買われる商品となる。紙のお金が用い
られる。大多数の子どもは、ほんものか、代用の変ったものかを用いないで、金を手渡す
ふりをしたがるものであるが、もし使うなら紙幣が用いられる方がよろしい。
子どもは「ミルクを頂戴」「ありがとう」「私はミルクを買いました」のようないい方
を用いて練習する。
1日中の動作は、「ドアを締めなさい」「ポー ルを頂戴」「戸を開けなさい」「ベテイ
に花を上げなさい」などのような命令を読唇する練習になる。時として、それは学習の中
に含まれるかも知れない。しかし、それが面白い、意味深いやり方で学習の中に組糸入れ
られないなら、このようないい方を読唇する特別の場面に非常に僅かの時を過ごすことが
賢明である。もちろん、それは、大切なことである。しかし、それを示すのに､大人が指
示を用いなければ､その場はうんざりしてしまい、皮相なしかも浅薄なものになる。
動詞の書記体は子どもが4才の段階になった時に、動詞を図で示す時にその下に書いて
はじめる。そうして多数の単一動詞や文章が、子どもが5才の段階に達した時に図で示さ
れるとともにあらわれる。この場合、その書かれたものはただ見せるだけであるというこ
とに注意しなければならない。この時期には、書かれたものに、重きを置いてはならな
い｡幼稚園児では動詞の理解と話す際それを用いる学習とが最初とはいえ､書かれた形に
慣らされなければならない。まだ早過ぎるのに動詞の書かれた形に重点を置くことは、発
語の際に動詞を理解したり用いることを遅れさす。とにかく、幼稚園の時期は何事によら
ず長くない。もしも上手に用いられるならば、書きことばは、この段階においてでさえ、
子どもの言語経験の補助にはなる。
書かれた語や文が、特別の動詞の説明に使われる時にはいつでも、子どもは読唇した
り、話したりするのに他の機会が与えられる。
両親や教師はtohaveやtobeの形が、屡々 子どもに問題を提示することを知って
いる。いうまでもなく、幼稚園ろう児にこういう動詞のいろいろな形を「教える」ことは
全く不可能であり、そうしようと企てることは馬鹿げたことである。しかし、若干の単純
－28－
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な形を読唇したり用いる練習はすべきである。
ろう児は、よほど進んだ学年になるまで、2つの動詞を混同する。そうして‘‘Iam
tall''を6@Ihavetall''とまちがえて聞く。この混同は無理もないことである。聴児で
も時に正確に使うことはむずかしい。ろう児に、早い時期にこういう場合を指導しておく
と、後の指導を楽にする。
所有の意識と自分自身の財産を持ちたいとする欲求が幼児に起ると、「私は持つ｡」とい
う学習をし易くする。幼児は、「私はボー ルを持っている｡」「お母さんは帽子を持ってい
る｡」「少年が兎を持っている｡｣などの文章を、それらのことばを使用する自然な場面でよ
く経験させられ、又それの口声模倣をするように奨められなければならない。更に子ども
が話しことばにずっと興味を持ち、そうしてhaveやhasと所有との間の関係を知る
時、絵にかかれてある、「少年が本を持っている｡」「少女が人形を持っている｡」「人が自
動車を持っている｡｣などの絵を用意すべきである。そうしてその子は、大人と一緒に文全
体をいうように奨められる。自分の所有物については、「私は鉄砲を持っている｡」「私は
人形を持っている｡」「私は本を持っている｡｣というような文章を授業中一緒にして指導す
ることが好ましい。
‐4，5才児は、eGIamBob'･とか66Iamaboy"というような文章を使うように練
習させられるべきである。IamとI6mとは、普通会話語に使われるものであるから、
交互に用いられるべきである。
haveとhasとの理解と使用は、幼稚園の段階ではほとんどができるようになる。｝
tobeの場合のように、特殊ないい方は、isやamなど、その形が抽象的なので、
指導されることが非常に少い｡､しかし、大人は、いろいろな形を用いるあらゆる機会をと
りあげなければならない。そうして、子どもが、5，6才の段階に近づくにつれて、いろ
いろな形を正確に彼自身用いることを要求しないで､大人がいうところのいろいろな形に
よりよく気づくようにいくらかの努力がなされる。子どもが、少年、少女、男の人、女の
人の絵についている本を見ている時、大人はGGThisisJohn,,"IamnotJohn,,
GGIammother,G.Iammiss－,6GYouareBobby,,などの動詞の形が異る事実に子
どもの注意を引く。それから、大人は子どもに尋ねるoAreYouJohn?,,そうして、
子どもに答えさせるo@6No61amBobby,,このようなことは、簡単でごまかせ的なこと
かも知れないが、しかし、それは子どもには重要なことである。
動詞のすべての指導において、子どもに意味のあるそして楽しい活動に関連させて、そ
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れぞれの動向の「正い､」形を用いさせなければならない。子どもにとって、きびし
い、そうして、しばしば意味のない訓練は、不得策であり、将来の言語技術にとって、最
も必要な基礎をきづくことに有益でない。
形容詞
幼児の物に対する興味は、形容詞を読唇し、発語し用いる学習において多くの練習の機
会を与える。子どもが物を見るとき、彼はたいてい、その物について何等かの感じを持
つ。子どもは、その物の色、大きさ､形、その物を使用すること、あるいは、他の何等か
の性質に魅力を感じるか反撤する。それぞれの物の性質は、よくなじんでいる名詞や動詞
と一緒に形容詞の使用によって述べられる。
子どもは、自分らの経験の中に入って来る物を述べることに毎日使用される多くの形容
詞にさらされる。しかし、特別の学習の場面で、限られた範囲内の指導をし、正しくよく
定着するまで、ごく僅かの形容詞の使用を頬繁に反覆することが賢明である。
色一形容詞
色はたいていの子どもを引きつける。しかし、色の名前は、子どもに読唇し易いとは限
らない。親や教師は､もしそれが生じるならば、この場面を受け入れるように準備しなけ
ればならない。幼児は彼等が色にはっきり興味を示すというわけで､色の名も亦、容易に
読唇できると期待されることが非常に多かった。
子どもは、すでに感覚訓練活動で色合わせの経験を持っており、そうして多分その時
に、若干の色の名を読唇しはじめているo子どもは恐らく色の類似と差異とを認めること
を学んだであろう。
読唇のために選ばれる最初の色は多少子どもの好みに依る。しかし、コトバの上で差異
のよくわかることにもっとも多く依る、blueとyellwとが最初に選ばれる色として好
ましいo
特殊読唇と発語のために最初の学習に用いられるのは、ただ2つの色だけであるが、子
どもの興味を引くために必要なこれらの色のいくつかのものが用意される。来の日も来る
日も同じ青色の物や黄色の物では子どもは全く魅力を失ってしまう。そうして、このよう
な場面は、色や語についての子どもの概念をほとんど拡げないo
色は、毎日、現実の場面において、句や文として用いられるけれども、色の形容詞の特
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殊指導法は､，はじめの数週間から多分数ケ月に亙って、一語一語について行われる。これ
は、他の語から離れて、一語だけを何度も繰り返すというのではなくて、色そのものを、
強調するという意味である。例えば、黄色の物が用いられているなら、大人は黄色いボー
ルを指していうであろう。「あれは黄色いポー ノレです。それは黄色です｡」と。それから他
の物を見せて、「あれは黄色です｡」あれは黄色です。そしてあれは黄色です。」というで
あろう。同じ様な方法が青い物に対しても適用される。
それから1つの青い物と1つの黄色い物を除いて、他の全部の物がその場から取り去ら
れて、部屋のいろいろの場所に置かれる。大人は近くにある黄色い物を指して子どもの手
を自分の頬に当てていう。
「あれは黄色です｡」それは黄色です｡と、子どものもう一つの手は自分の頬に置き、犬
人と一緒にあるいは自分1人で繰り返していうように奨められる。あれは黄色です。「あ
るいは､「黄色い｡」と、青い物についても同様な方法が用いられたらよろしい。
読唇の練習は、2つの色の語を読唇するのに使われる。大人はいう。「私に童色いボー
ルを見せて下さい｡｣そうして、「どちらが青いボー ルですか｡」と、それから部屋をあちこ
ち見廻しながら、「黄色い何か他のものを見つけなさい｡」「何か青いものを探して下さ
い｡｣などという。すべての青い物や黄色い物が集められるまで。
毎日毎日、短い時間ずつ、これらの色の語は、子どもが青と黄の意味するものを読唇を
通して理解したと思われる何等かの徴候を示すまで、多くの物、絵、チャー ト、動作に関
係させて、触覚、視覚、聴覚の方法を使って練習する。
次の学習は、赤と黄、それから赤と青、それから紫と黄とでするといい、そうして子ど
もが読唇に慣れて来ると、時には5つの色を1レッスンの中で指導したらよろしい。大人
は、子どもを急がせ過ぎるという誤、即ち、2，5ケ月、あるいは1年間の訓練で、総て
の色の名を読唇することを学ぶことを期待するという誤をおかしてはならない。
色の形容詞とから成っている色の句は、この領域における特殊の指導がはじまる前に、
多くの場面で子どもに示しておく。子どものそれに対するレデイネスは、子どもの一般的
な言語理解力を個々 の名詞や色の形容詞を読唇する能力に依存する。ある3才児は、この
指導をはじめることができ、他の子どもは4才あるいは5才児になってもはじめられなか
った。
色の句についての特殊読唇や発語の練習がはじまったら､各レッスンに、いつも同じよ
くなじんだ語のある句を使うのが賢明である。例えば、あるレッスンには次のような句の
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I群が含まれる。赤い靴、赤いポール、赤い家、赤い自動車、又あるレッスンのもう1つの
群の句は、青い靴、青いポール、青い家、青い自動車、を含む。又変化をつけて、黄色い
趾、丞k』靴､萱L1難、桃色の靴のような群の句を練習する。いつも同じ色を使うか、異っ
た色に同じ名詞を使うと、多くのろう児が必要とする語彙の徐々の設定の準備となる。
子どもがこれらの句の読唇や発語に豊かな経験を持ったら、練習は注意深く、少しずつ
むずかしくされ、そうして、赤いボール、青いコップ、黄色い帽子などのように、1つの
レヅスンに別々の句を含んだ練習をする。これは、子どもの側に、より以上の意味集中を
要求する｡
色にあまり興味を持たなかったり、色を読唇する学習が非常に遅れている子どもには、
非常に忍耐強く接し、学習はとくくつに面白くアッピールするものでなければならない。
子どもが色を容易に読唇しないという事実が、その子どもは結局、色を読唇することがで
きないのだという、そうして、又子どもは遅れているのだという証拠にはならない。ある
子どもは、3才で色を、それだけでも、又句としてでも読唇でき、又一方もう1人の子ど
もは、例え知能が良くても、同じ目的を達成するのに、幼稚園一杯か、それ以上もかか
る。
子どもが各々 の色の読唇を習うと、その色は、色の読唇を目的として作られた自分の小
さい本に書かれ、その色を、ある程度明瞭にいえるようになると、その色は色の発語の本
の中に書き込まれる。
各々 の色の名や、各々 の色の句の書きことばは、子どもが色の読唇をはじめる時に、一
緒に扱うbしかし、すでに述べた他の書きことばの場合と同様に、書きことばよりもむし
ろ言語理解や発語の準備に強調が置かれる。
数一形容詞
数についての子どもの最初の特殊な経験は、普通、子どもがいくつかの数の円、四角、
他の数の絵のかかれたカード合わせを学ぶ時、感覚訓練の練習を通してやってくる。
子どもは数の絵カードを合わせることを学ぶようには早くは数を読唇することを学ばな
い。そうしてこの事実は、興味と要求される多くの繰り返しを与えるために幾組もの数カ
ードの使用を必要とする｡常に1つの数の絵を示し､子どもはチャートや数の本の中のも
う1つに、それを合わせる。そのたびに大人は、それについていうo「それは1つであ
る。それは1つだ。そうしてそれは1つだ｡」
2つの点は2つの靴と同じ数であり、2つの青い円は2つの緑の円と同じ数であるとい
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うことを子どもが知るには時間がかかる。数の指導の中に入ってくる色や形の各々 の差異
は､幼児が形成しなければならない他の主題の推移を提示する｡Ⅷ（概念形式の問題）であ
るから、子どもが数を吸収することができる以上の速度で先に進めないように、親は特別
に注意しなければならない。
最初の数カー ドは、簡単で同一の物を用うべきである。子どもが1つの青い円をも1つ
の青い円に合わせることができるようになったら、子どもは1つの緑に1つの青を、2つ
の紫に2つの青を、2つの椅子に2つの椅子を、2つの机に．2つの椅子を合わせることを
学ぶ。そうして最後に、絵が正方形、円、椅子、ポー ル又は何か他の物かどうかを示して
いるということは無視して、2つある絵は総て一緒に、1つある絵は総て一緒に、ろつあ
る絵は総て一緒に置くことができる段階に到達する。このような総ての数の学習を通して
読唇し発語を進歩させるために、触覚、視覚、聴覚の方法が用いられる。
第7図や第8図のような数チャー トは、数の指導において、子どもの日常の訓練に興味
を加える。
数の本も亦、大きい
興味と将来の訓練の準
備になる。数の絵を認
める学習のかたわら、
子どもは数える学習に
おいてもある経験を持
たなければならない。
日常の出来事はたいて
い数える学習の機会を
与える。
そうして一度子ども
が数えはじめると、子
どもは上手に数えたり、
明瞭に数をいったりす
ることができる前にで
さえも、他の物とくら
べて自分の所有物を数
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えたり、自分の遊ぶ積木を数えたりなどのことを屡々 させられる。
教師や親は数えることを通して数のより広い概念を子どもに与えるために次に示すもの
に類似した数の簡単な練習を行う。大人はたくさん積木の入っている棚から、いくつかの
積木を取り出す。大人は3つの積木を取り、それを机の上に一列に並べる。それから大人
の膝の上の他の積木を示し、子どもにもう5つの積木を求める。そうして子どもを助け
て、5つとらせる。それから既に机の上に置かれている5つの積木のそれぞれの上に1つ
ずつの積木を置く。子どもの手を取り、積木から積木へ、.そうして左から右へ、子どもの
手を移しながら1つ、2つ、3つと数える。
大人は自分の前に5つの積木を置き、又､子どもの前にも3つの積木を置いたらよろし
い。そうして、大人も子どもも（左から右へ）1つ、2つ、3つと数える。動作と発音の
リズムは、この作業の間調和のために犠牲にされないようにする。
子どもは左から右へ、リズムをもって、多くのものを数える多量の経験を持つべきであ
る。この数える学習に
続いて、大人は5つの
数の絵を子どもに示し
5つの積木がどうして
1つの数の絵になるか
を実際を通して説明す
る。これは屡々カード
の上に画かれたそれぞ
れの物の上に積木を1
つずつ置くことを意味
する。
数の絵を認知するこ
とは、できるだけ多く
数えることと関係す
る。しかし絵にかかれ
た物を勘定するのでは
－
なくて数の絵を全体と
して認知するように子
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どもは訓練されなければならない。以上のことを大人ははっきり理解して指導しなければ
ならない。
数えることは大切なことである。そうして普通子どもにとって興味のあることである。
しかし、多くの大人が考えているほど簡単ではない。子どもは、大人について数を練り返
す。そうして、数えることを、「訓練された」だけの早さで、「数える」。しかし、これ
は、子どもが数えている各々の数について、全く完成した概念を持っているという証拠に
はならない。その子が第1学年に入るまでに､20まで、或は100までさえ数えることができ
るということより、1から5か6まで、各々の数について、よく完成された概念を持つと
いうことの方がずっと重要である。もしも子どもが、5はろより大きいということや、5
というのは、1つの絵、1つの符号、1つの語の形であるかもしれないということや、5
というのは、自分の家の5つの椅子を意味するかもしれないということがわからないなら
ば、そうである。幼稚園年令では、以上でも以下でもなく、ちょうどそれだけの訓練のた
めの時間が与えられるということは既に数回言い及んだ。子どもは幼稚園年令以前の間に
数について総てのことを学ぶことはできない。そうして、子どもを訓練する人一とくに
親は－「何はさておき最初のことをする｡｣ことで満足しなければならない。もちろん子
どもが多くの物を数えようと思って、幾つあるかを聞く時がある。そうした子どもの問に
は答えなければならない。子どもは恐らく大人と一緒に左から右へ数えながら。
しかしながら、教師は子どもというものは内的に成熟していないということを認めなけ
ればならない。そうして聞える子どものこの学科の指導を標準として数の概念を理解する
あらゆる子どもの能力は明らかに限定されているということを記憶しなければならない。
3歳児には3つについての、4歳児には4つについての等々といったような非常に多くの
経験を持たなければならないO子どもの要求がより大きいなら、少ない数の訓練は､後に
数指導において、より早い進歩を結果する。各々の子どもはできるだけ早く進歩すること‐
を許さなければならない。しかし、この原理は、現在の害と将来の訓練のために誤解され
てもならないし、又数量についての子どもの自然の好奇心が利用されてもならない。
子どもが理解する範囲内の豊富な数のプログラムは、大人にとってはあまりに興味があ
るとは思われず、しかも、たしかに､子ども側の最大限の創意と想像力とを意味するであ
ろう。しかし、子どもが持つべきプログラムは、この種のものの外にはない。
数の句を掲示する方法は、色の句について述べたと同様である。数はできるだけ多く句
や文に用いられるけれども、それらについての特殊な指導は、個々の子どもにとって、徐
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々に叉よく計企されて行われなければならない。
数の指導は、普通幼児にとって喜ばれる。例えば、かくしっこや、みつけっこや、その
他のケー ムのような場面は、多くの活動に容易に役立つ、子どもは数の読唇を1語1語に
ついてと同様に、句や文や話の中で練習する。又、話の中に数を使用し、質問に答えるこ
との中で数の読唇を練習する。
いくつという質問の形式は、初期の訓練のプログラムに適当した多くの場面で繰り返し
使われる。それで、子どもが第1学年に入る時までに、いくつという簡単な質問に答える
には、あまりまちがわないようになる。しかし、非常に頭の良い子どもでも、もし貴重な
時が子どもの掴承得る能力を遙かに越えて数えることや、数の概念を理解することに捧げ
られるなら、この能力を延すことはできないであろう。
他の形容詞
5歳から5，6歳までの聾児は、例えば､大ぎL_lとか小さい（あるいは少ない)塾ﾕと
硬い、美しいと面白い、古いと新しい、良いと悪いなどのような形容詞を読唇し、或程度
発語することを学ぶ。このような、叙述的形容詞は、たいていの環境において屡々用いら
れる。そうして両親は、絵や物を使ったり現実の場面を通して子どもに示すように努めな
ければならない。子どもがそれらの形容詞を伴う特殊の指導に対して準備ができているな
ら、子どもは、形容詞が提示されると、それを容易に読唇し、発語するように思われる。
例えば、大きいボー ルは、それが小さいと較べると際立つというように、はっきりした相
異は、形容詞を説明するのに助けになる。
最初の指導は、物を合わせることや、このような形容詞を画いた絵を合わせることに関
係する。子どもが物合わせや絵合わせに頼らなくなったずっと後でさえも、多くの絵やチ
ャートは､読唇や発語の練習に必要である。
これらの形容詞は、1つ1つ使ったり、句として使ったり、又文として使ったりしなけ
ればならない。そうして子どもは、授業の場面や自発語の中に、それらを使うことを励ま
されるべきである。
全一
HIj 置詞
幼稚園の最初の学年の間、3歳あるいはそれ以下の子どもには前置詞の特殊指導は行わ
れない。子どもはこのような初期のレベルでは名詞や動詞の指導に関して、そうして日常
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の会話の場面において、前置詞についていくらか附属的経験を持っているo例えば、子ど
もがポールを見つけて、それを箱の中に入れるとか、机の上に置くことを要求された時、
子どもがコートをロッカーの中に入れ、そうして他の物を持ち綱すように言われた時、子
どもは必然的に前置詞の使用にある価値のある経験を持っている。
大人が、「ポー ルが椅子の上にある｡｣という時､子どもは
ついにはボールと椅子との間にある関係があるということ
を知る。そうして、子どもがの上にという語に全く気付か
なくても、文全体を理解することは、後に子どもにとって
より意味のある前置詞の特殊指導を行わせるところの非常
に現実的な成功である。若干の4歳児と、大部分の5歳児
には前置詞の特殊読唇がはじめられてもよい。この訓練の
量と、質とは個々の子どもと、子どもの一般的言語の背景
に依存する。読唇を通して言語を理解することのできない
子どもや、いくつかの読唇や発語の語彙を確立していない
子どもに、このような訓練を強いるのは誤りである。そう
した不利な条件の下では、幼稚園程度の子どもは、すべて
前置詞の使用には充分な技術上の考慮を払わなければなら
ない。
幾人かの幼稚園聾児がいくつかの前置詞を理解すること
ができるとしても、その子どもは、名詞や動詞などのよう
なよくなじんだ語に関係した活動を通して理解するであろ
う。
わかりよく説明でき、唇の上で同様に見えないの下にと
の上にのような二つの前置詞が最初の学習に用いられる。
子どもにいくつかの数の物が持たされて、1つは机の上に、
他は机の下に､も1つは机の上に、又他の机の下にという
－－－
ようにやらせる。机の上や、机のは下にある物（実際の物
に対応するところの）を画いた前置詞のチャートはゲーム
も
と関係して用いられる。
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第9図は、各々の前置詞のために作られたチャートの例である。
このチャートの中では、子どもにとって、読唇を通しての前置詞の理解を簡単化するよ
うに、注意深く考慮された順序が並べられている。
前置詞の本は、子どもに有益であり且つ興味がある。子どもは、よく知っている物の上
によく知っている物がたくさん画かれてあるの上に関する本や、の下に関する本を持つこ
とが好ましい。
子どもは特定の前置詞の用いられる句あるいは文の全体を模倣するように奨められる。
子どもにはっきりさせるために、大人は文のリズムをこわすことなく、前置詞を強く言
う。例えば、「ポールが箱の上にある｡」「ポールが床の上にある｡」「ポールが机の上にあ
る｡｣と。
自発的に発語する場面では、たいていの幼稚園聾児は、前置詞を省略する。そうして、
文の中でそれを理解することを学んだあとでも、やはり、そうすることを続けるであろう
し､大人に促がされる特殊発語の場面でもそれを用いることさえなかなかしないであろ
う。子ども達は、特別早くから訓練を受けるにもかかわらず、子どもは第1学年に入った
後、多分前置詞を使うように促がされるであろう。
前期の言語訓練を2，5年持った5歳児は、前置詞の脱落に何となく気が附き、助げら
れると、前置詞を用いた文章を繰り返して言う。このような特殊指導に加えて、これらの
偶然な気附きは、前述の如く前置詞の理解と使用の指導の範囲を構成する。幼稚園児は、
より分析的な言語指導に対しては準備ができていない。そうして、もし子どもが幼稚園の
訓練の終るまでに、2，5の前置詞の比較的広い理解を得たなら、それでよいのである。
代名詞
幼聾児は、人に話しかけられるようになると､簡単な言語の中の代名詞にふれる。早く
から代名詞にふれても、3歳児はあまり代名詞の理解ができない。幼稚園時代を通して、
代名詞にふれ続けていると､･子どもは代名詞が文や他の表現の中に出て来た時、私は、私
に、あなたは、私のもの､などのような代名詞に注意するようになる。これらの代名詞を
4歳児が使うことは期待できないけれども、指導においては大いに強調されることが好ま
しい。指導の場面では、単に、「鉄砲」と言わないで、「私は鉄砲を持っています｡」とい
ように励まされたらよろしい。大人は、「はい、あなたは鉄砲を持っています。私は鉄砲
を持っていません｡｣と応ずる。
－38－
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子どもがついにこれらの代名詞を意識するようになると、屡々 、あなたと、私との用い
方を混同する。子どもは、自分自身を私というように思われるのに、人が自分をあなたと
呼ぶのがどうしてもわからない。そうして、子どもが、払墜弘i三、私のものはすべて自
分自身に関して用いられるということを知ると、普通、その使い方が「適しない｡」場面
で、他は排除して、それらのうちのどれか1つを用いるか、あるいはそれらのすべてを用
いるかもしれない。しかし、子どもはそれを使っている。そうして、子どもが偶然に、そ
れぞれの場合について、正しい形に気付いてくると、混乱は徐々 に過ぎ去り、早晩代名詞
は落ちつくところに落ちつく。
大概、間違いなく幼稚園の訓練の終るまでの代名詞の使用の最上の練習は、一般的会話
によってなされる。特殊指導は、子どもをして、代名詞と、それらのそれぞれの意味をよ
りよく意識させることに役立つ。しかしも結局、どちらが多いかと言えば、毎日毎日やっ
ている随時の練習である。親も教師も、子どもが現実にどの代名詞を知っているか､をき
めることは、非常にむずかしい。しかし、子どもが示す混乱に構わないで、幼稚園の間、
絶えず代名詞を浴せかけていると、子どもの将来の言語指導は、大いに有望であり、熟練
するための困難さをより少くするということは確かである。
読唇者の立場からすれば、代名詞は非常に把えにくい。話し手の続いているコトバを理
解しようとする時、子どもと大人の多くは、代名詞を誤解すると話の意味全体を間違える
であろう。親と教師は、代名詞を理解するために、いくつかの早期の基礎を礎くことによ
って、将来における多くの困難な場面を除去するように、子どもを助けることができる。
接続詞
いくつかの他の言語形式が普通に用いられるように、接続詞も、子どもの一般的言語訓
練の中に非常に早くあらわれる。しかしながら、特別訓練は、子どもの一般的言語理解や
子どもの語彙や、子どもの注意の長さがそのレデイネスの徴候を示すまでははじめられな
い。例えば、ボー ルと靴という語を読唇することを学んだろ歳児が､主二上と匙を探すよ
うに言われると、話し手の唇をしまいまで見ないで、ポー ルだけを取って来るであろう。
子どもがより長く話される句や文を見つめる準備ができる"と、接続詞、そして（……と
……又）を見のがさないように要求されるについて、通常1つ以上の物を探すことができ
ることや、1つ以上の行為をやり遂げることを学ぶ。4歳児が必要な準備の言語訓練を受
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けると、次のような表現を読唇することができる。即ち、「私にボールと飛行機を見せて
頂戴｡」「電車とトラック｡」「少年と少女」など。5歳児は読唇を習うと、もう一歩進んだ
段階をとる。即ち、「私にボールと電車とそして飛行機とを見せて頂戴｡｣といった具合に。
4，5歳児は、次のような命令語を読唇し、且つ行うことを学ぶ。「走って転ぶ｡」「ド
アのところへ歩いて行きなさい◎こちらを向いて私の方へ向って来なさい｡」「少女が眠っ
ている絵と少年が走っている絵を探して下さい｡」
話し手は、触覚、視覚、聴覚のテクニ・ツクを用いて、接続詞への注意を引き起す。そう
して、子どもは、表現全体を模倣するように励まされる。
自発発語の場面では、子どもは、そうして（……と……）を省略する傾向があるが、普
通正規の学習では、それを用いることを学ぶ。5歳児程度になると、子どもに自分の落し
ていることに気付かせ、表現全体を残らず繰り返して言うことを奨励する。
接続詞、あるいはは、「あなたは赤い靴下か、あるいは青い靴下か、どちらが欲しいで
すか｡」「あなたは本あるいはトラック、どちらが欲しいですか｡｣というような表現で、日
常の場面に現われる。時に大人が、「あなたは赤いポールあるいは青いボール、どちらが
欲しいか｡｣とたずねると、たいていの子どもは両方のボールを欲しがるようだ。選択され
た絶えざる練習と、幼児にとって屡々困難であり、いやになってしまうような経験だけ
が、接続詞あるいは、について、いくらかの概念を確立することができる。そうして幼稚
園の間のできるだけの練習にもかかわらず、聾児は、その期の終りにほんの少しばかり
の、あるいは、についての現実的な理解を持つに過ぎない。
接続詞、そうして（……と……）は、幼稚園の終りには、かなりよく確立される。そう
して、他の接続詞、即ち、あるいは、は全く目立つ程度には確立されないけれども、言語
経験の規則的な1部にはなって来る筈である。
句と文
句は屡々 形容詞､前置詞､接続詞に関して用いられる｡子どもを訓練の最初から､句に
ふれさすことは重要なことである｡次第に子どもは学んでよくなじんでくる語からできて
いる簡単な句を読唇し、かつ話すように訓練される。
幼稚園の訓練の最後の年には句の読唇と、発語や聴能訓練を毎日の指導に少しずつ含め
るべきである｡文字指導もいくらか読唇発語､聴能訓練と関連して行なわれるべきである。
子どもが必要な準備訓練を受けているなら、第1学年に入るまでにr"ocd7'8,ｵﾙγee
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"6oys,q6伽加"00”αPγe"〃《Z7､essや、よくなじんでいる名詞に色数その他の形容詞の
ついているその他の句など､普通の句は比較的容易に読唇できる。
子どもは又、問いに答える時、いくつかの句を用いることができる。例えば、W孔eγe
"ｵﾙe肋sﾙeオ？ミミo〃thetq6jeミ､Whe7･edidyo"90yesteγ伽9？ミミDou"ltou/7@ミという
ように。
子どもの発音は全く明瞭であるかもしれないし、あるいはほとんど聞きとれないかもわ
からない。子どもが何を言っているのかを識別するために子どもの発音は聞き手に対して
十分に明瞭であることが望ましい。幼稚園時代全体を通して成さなければならない最も重
要なことは、子どもが話されている、ことばを理解し､そして、それと同じ言葉を用いて
発語しはじめることである。
特殊訓練が始められる以前であろうと以後であろうと、子どもの早期訓練を通して、子
どもに話しかける時には、文が用いられるbそれらの文は、子どもが読唇することや、発
語することを訓練されているところのそれぞれの言語形式と関係して用いられる。読唇の
文の特殊訓練は、又玩具、動作、あるいは絵が色々の方法で述べられるということを子ど
もに示すことにおいて価値がある。
文の最初の特殊指導は、恐ら<､2'he60yiSγ剛"伽9ミミⅢ7hemd7MSd吻加9α“γミ
ミ釘ﾊeW0"zα汎jscar伽9a6d6yミミ〃ﾙe9""8"jqyi739"伽α加シミ等々 の様な文において
表現される動作を示した絵合せを学んでいる時に始まる。子どもはまた例えばⅦﾙe6oy
h“α肋"ミミZvhet"Om""08α伽9ミミ〃ﾊe9州hc8a伽9ミ等々 のように伽8やハ”eを
用いた簡単な文を合わせることや、あとでは読唇することを学ぶ。
子どもがろ歳のレベルから4歳へ、更に5歳へと進むにつれて文は数も長さもましてい
く。そうして語彙が拡がり経験が異った方法で話されるにつれて、文はますます挑戦的に
なる。
多くの色のついている絵や、チャートが文の指導の訓練に必要である。大人は有効な興
味のある絵を集めることが必要であるということに気がつく。それぞれの絵は台紙に貼ら
れるか、あるいは、はっきりしない色合の手頃な重さの紙にクリップされる。子どもや大
人が欲しい絵をすぐ見つけることができるように。絵は紙ぱさ承に分類され､系統的に番
号がつけられる。絵は各動詞や各前置詞や文の中の他の言語形式の練習用に用意される。
絵は又次のように集められ分類される。休日の活動、子どもや家族の家庭での活動、学校
の活動、社会で働らく人の活動､（郵便屋さん、ギャレッヂマン、店員、ミルクヤさん。
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お巡りさん、等）特別の遠足や旅行（動物園、海岸、山、図書館等への）社会の興味のあ
る場所（郵便局、波止場、消防署､公会堂、百貨店、薬品店等）その他を示した絵にとい
う具合に。
子どもが、更に読唇に慣れてきたら、文がいろいろの言い方で言われても、子どもが意
味を把むことができるように、大人はわざと文の表現法を変えることが好ましい。
文の指導は簡単なものからよりむずかしいものへと進歩するように計画され、掲示され
る。そして大人は子どもがまだ非常に小さいという事実に常に注意しなければならない。
､2'〃e60y血“伽9"eqsミミrhe6oyiseM7896""8ミミrﾊe助y"""”96"#sミという
1グルー プの文を1つの授業の中に提出することは全く無法であるo､PeO8,6ed788,6eeねは
全くよく似た口形であり、最も熟練した大人の読話者でも、それら5つの語のどれが用い
られたかを理解するのは困難である6
2，5年間の早期訓練を受けた5歳児なら屡々口形の似ているある語さえ理解する。そ
して□形の似ている語の与えられることを喜び､どの語が話されているかを言い当てる
ことを楽しむ子どもも幾人かいる。しかしながら、この年令の大部分の子どもは、ことば
についてそれ程理くつっぽくないのだから、失敗したり、失望したりすることのないよう
に、文のそれぞれのレッスンを面白く挑戦的に作るのが大人の責任である。音は異なり、
意味も異なり、唇の形がよく似ている2つの文を用いることは可能である。子どもはその
ような文を読唇することを学ぶべきである。しかし最も困難な方法で指導する必要はな
い。
幼稚園レベルの聾児の幾人かは、話し手の横顔をゑて、読唇することを学んでいる。4
歳児でこれができはじめる｡大人は子どもに真正面から､又約45度の角度から､さらに真横
から顔を承せて、文をあびせかける。たしかに、通常の読唇では労作に属するようなこと
は、ぜひしなければならないことではない、どの子どもにも、こういう仕方で話しことば
を判断するようにしいてはならない。しかし、その仕方がわざとらしくなくうまくやられ
るならば、幼聾児はこういう変ったやりかたを喜ぶものである。「横からの読唇」に熟練
するように期待されなくても、こういうことをすると、この練習は唇のほか、筋肉や顔の
他の部分の動きをよく知るのに助けになる。
子どもは例えば話し手の顔が自分の目よりも高い場合又は低い場合というように、他の
角度から文を読話する練習をすべきである。もちろん、このような練習は、大人の顔が子
どもの顔と同じ高さにある時の読唇によくなれるようになった場合にのみ行われるべきで
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ある。
文が用いられる時はいつでも子どもは大人と共にそれを言ったり真似たりすることを奨
励される。子どもの読唇や口吉模倣が進歩するにつれて、子どもほ親し承のある絵を話す
のに自発的に文を用いるように奨励される。
子どもが文を使用するに際しては、文の中の個々 の語の発音よりも、文全体の.リズムの
方がより重要である。文をリズミカルに、言うことを一層練習し、奨励するならば、子ど
もの発音はより明瞭にもなるのである。
子どもの発音が進歩し、文の発語の型になれるにつれて一層の注意が文の中のある語に
対して与えられる。幼聾児の訓練におけるこの役割は老練家の手中にある。ここでの悪い
処置は初期の骨折って得た進歩を大きく破壊するかもしれない。熟練した教師は、調音と
語調と、よい声質（聾児に可能な限りの）の保持、即ち明瞭な発音の発達に必要欠くべか
らざるところの正しい割り合いにおけるこれら5つの要素間の釣り合いをどうして発見す
るかを知っている。熟練した教師は決して流暢さや意味や、音調の為の声質を犠牲にしな
い。例えば子どもが幼稚園の程度にある時行われるかもしれないところの語勢を強めると
いうことを残念にも誤った時期に行うことのように。
両親はことに各自の子どもの発音について｢何事かをなす｣ことを決心する。親達はこの
ような危険に注意すべきである。幾人かの親は子どもの発音指導を制限するように告げら
れることを不快に思い、そしてしばしばコトバについて教師がより以上のことをなしてい
ないという事実を不快に思う。教師の発音指導の方法には正しい理由がある。大層確実な
根拠のある忠告にもかかわらず、自分の考え通りに発音指導を行う親がある。それで子ど
もが訓練を始めた時、教師は与えられた損傷を修繕することを試承るために基本から始め
なければならない。そして両親は自分で作った立場によって全く狼狽させられてしまう。
これらの事情は、ここで論ぜられる。というのは子どもの文の使用、即ち文の誤用は屡
々両親を不安にするから。そうして両親が聾児に言語や発音を与えることをほとんど望承
のない、そして確かに重要な事業に思われるということを体認することによって打撃をう
けるとぎ、両親の心配は彼らが「実行」と呼ぶところのことへ彼等を駆り立てる。
子どもが親に何かを言おうとしたり、聞こうとしたりして文を言おうとし、名詞をいく
つか続けたり、或いは1つか2つの名詞や1つの動詞を言ったりしても、子どもに失望さ
せたり、又彼を理解しようとしても、誰も満足させられないということを感じさせてはな
らない。子どもは極端に正確な処置に悩まされるべきでなく、又「よりよくいう」ことを
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強いられてはならない。もしその場面がそれとなく訂正するのに役立つならば、親は適当
なことばを用いて子どもが言おうとしているところのことを繰り返してやる｡そうして子
どもがその文をくり返すなら、子どもに是認と応答が与えられなければならない。同じ原
理は両親が読唇や文の使用において行なうところの、より特殊な指導にも適用する。
子どもが文を全体として読唇し発語することを喜ぶのは価値のあることだから、唇や舌
の操作や特別の語や子音の訓練によって害なわれてはならない。この種の干渉は有害な心
理的影響はさておき、一時に1語ずつを区切って言うわざとらしいケイレン的な発語を結
果する。
多くの文指導は聴能訓練と結合して行われる。そしてこのことは、聴能訓練のための活
動の章においてややくわしく述べられる。
質間と答
質問を読唇で理解し、答え、質問する能力は親や教師ができるだけ早く達したいと子ど
もに望む1つの目的である。ろう児が質問をし質問に答えることができるようになるには
長くかかる。子どもがこのように言語を用いることができる時、子どもはことばを社会的
行動として用いているのである。そして社会の大多数の人がもっていることばの使用、即
ち人々 の行動に影響を与えるようなコトバを使用する段階に急速に近づきつつある。
質問と答とは多くのろう児に混乱とフラストレー シヨンを起させる。ことに社会的場面
や、家庭の内外や、たいていのかた苦しい学課の学習において、これらの言語形式を用い
る必要に直面する時におこる。これらの問題を未然に防ぐための基礎は幼稚園時代に礎か
れるべきである。質問と答えIのこの時期の学習は、質問と答とによって生ずる将来の言語
の問題のすべての可能性を除くことはできないが子どもや大人が、それらの問題に出合い
そしてこれらをより易く解決することを助けることであろう。
親や教師は子どもの訓練が始められる時から質問をすることを始める。言うまでもな
く、大人はしばらくの間は尋ねることも答えることも両方ともなさなければならない。
「あれは誰？」「お母さんは何処？」というような簡単な質問は子どもの日常の間に度々
起る。そして子どもは質問の意味を理解しないので答えることはできないけれども、質問
をした人は子どもに注視させながら大きな声で答えることによって質問と答との間のギャ
ップの橋渡しをして子どもを助けなければならない。ついには子どもは質問と答えとの間
の関係を見はじめる。
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今迄に1，2年訓練を受けた4歳児はいくつかの簡単な質問に答えるかもしれない。最
初はもし子どもが答えることの意味をも発語で掴まなかったなら、子どもは質問を理解し
たことを発語でよりもむしろある動作であらわすかもしれない｡大人は子どもの答の意味
を受け入れ同時に適当な語を使用することを教える。
コドバを読唇し、模倣する経験をかなり積むと、子どもは大人が尋ねる質問を繰り返し
て言うことを始めるであろう。そして大人が答えをいってやると、子どもは又それを繰り
返していうであろう。もしも子どもが言語発達の正常な道を辿るなら子どもはこの段階を
通って進むであろう。時々この発達によって子供より以上に大人が混乱させられる。大人
がそれについて「やきもき」し、そして「論理的」説明や子どもの口真似をやめさせる事
によってその場面を清澄にしようと試ゑるならば、大人と子どもにとってますますその場
面は混乱してくることに気づくであろう。
子どもが質問と答えの両方を模倣する段階を通って進んでいる時、子どもは他の要素に
注目しているのである。「どんな色」という語を話し手がいう時は何時でも「赤い」「青
い」又はその他の色が用いられ「あれは誰？」と話し手がいう時は、何時でも人が紹介さ
れるということに子供は気付きはじめる。子どもは一般的、特殊的場面において毎日の多
くの訓練を通して、これらの関係を認識するための時間が与えられなければならない。
あとには、子どもは大人に尋ねた質問を模倣するや否や、すぐに何らの助力なしに返事
をするようになるということを知るであろう。この観点から質問遊びが採用される。即ち
子どもが質問し、大人が答える遊びである。間もなく子どもは1人の人が質問をし、他の
人が答えるということを体得する。
子どもが最も単純な変化の質問に答え、又質問することができるようになる知識と主語
を習得するには長いことかかる。例えこのような訓練に役立つ多くの場面を経験したとし
てもそうである。
数指導はHotpmmlyという質問形式を読唇し使用する練習を提供する。色の学習は
WHoicoloγという質問形式を練習する機会を与える。名詞についての学習はWhcd8ｵﾙ“
「肌oiSMO#」という質問形式の使用を提供する。「"ﾙe『e」に対する前置詞指導の学習に
はw乃死ル叩pened,DitZy('M90dow泥towa,WXotdMyoudoなどというような質問があ
らわれてくる。質問遊びは色々の質問を読唇したり、それらに答えたりする学習に面白い
方法を提供する。大人が目をつぶっている間に、子どもは部屋のあちこちにいくつかの物
をかくす。それから大人は尋ねるO"”ﾙe7'8(Myotjル〃e助〃？‘‘t‘ﾙere伽tﾙeOかP"ue？
－45－‐
i寮扇示一
"〃e7'ed脇90“抑t伽”、？子どもは適当な句を用いて答える。
一群の子どもたちにそれぞれ玩具が与えられる。そして子どもはそれを背後にかくす。
大人は尋ねるO"1"ﾙ0ハtIsme60〃？“ボールを持っている子どもはそれを前に差し出して
6CIルりりe“という。あるいは子どもは誰がボールを持っているか、誰が本を持っているか、
誰が太鼓をを持っているかなどのことをいい当てるようにいわれるつこうした子どもはそ
の物を持っている子どもの名前を答える。
適当な言語経験を持つ子どもは質問するためにあらゆる機会が与えられる。そしてこれ
はしばしば子どもが教師になり、教師は答えなければならない子どもになるということを
意味する。このテクニックは通常5才児に非常に有効である。
時間的要素
親は子どもに明日あるいはいつか他の時に起りそうな何事かについて説明しなければな
らない問題に直面することがある。幼聾児はしばしばある子どもが彼の前に置かれたろう
そくのついた可愛い誕生日のお菓子をどうして持っているのか、又自分の順番が廻って来
た時、何故そうするのか不思議に思う。子どもは店の陳列に赤い着物を着た大きな男を何
故飾るのか、そして凡てこういうことは、彼にとってどういう意味があるのか不審に思
う。子どもはサンタクロースと贈物という語でクリスマスについて何かを理解するかもし
れない。そして子どもはクリスマスの飾りつけや絵をみるとすぐサンタクロースの贈物を
欲しいと思うかもしれない。
家庭や学校で毎日カレンダーを使うと（もし子どもが幼稚園に通っているなら）時間の
観念を理解させることに役立つ。そして子どもがそのことを理解しはじめると、子どもが
それを好まないとしても又なすかもしれない何事かについて無関心であるとしても子ども
は特定の日が来るまで待たなければならない。
数字の周りに広い余白のある大きいカレンダーが使用される。というのは各日付の隣り
に誕生日のお菓子、クリスマス・ツリーイースターの兎の小さい絵が特定の出来事につい
ての時日を示すために書きこまれるように｡
誕生日か、何か祝祭日の行事がたいてい毎月ある｡そして、それぞれの日が書きこま
れ、特定の日が近くに書かれるので、子どもはそのことに気づきはじめる。大人は、今日
明日、昨日、一昨日等々のことばを使い、カレンダーを作って、その意味を説明する。
幼稚園聾児は今日、明日、又昨日という語をあまりよく理解しない。幼稚園聴児でも絶え
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ずこれを混同する。それにもかかわらず、大人は子どもがこれらの語を使用することを期
1
侍しないで使う。聾児はα伽9"meと．伽α""e"h"eからという句の間の相異を理解
しはじめる。多くの親は幼聾児は、一一聴児同様なすようにいわれたなにか、ちよづと手
をはずす時に蛾eγαMﾉ脇eあるいは伽｡、伽刎feというような句を用いることが非常に
上手になることを知るo海岸につれて行ってと父母にせがんでいたある5才児は、又たび
たび..Meγα”h"e”といわれていた。その子はあるきまった答えが与えられる代りに、
或る日が〃〃Yeγα”脇e〃そして時は総て〃蛾eγα伽"e〃として答えられた。その子は
間もなく時を表わす語は大人と子どもの両方に行為や活動を延期するために用いられると
いうことを学ぶo
カレンダーは、又毎日の天候に関する言語指導に用いられる。4，5才児はたいていこ
れを喜ぶ。もしもその日がよい天気であるなら、大人はそしてのちには子どもも日付の傍
に太陽の絵を描くであろう。そしてお日様が輝いていますという文の読唇と発語が練習さ
れる。もし雨が降っているなら、雨と傘の絵が日附の余白に描かれ、そして「雨です」と
いう文が練習されるであろう。Itisclo"",Z柚伽庇isc血というような他の天候の
言語と同じ方法で練習される。
子どもの生活は、学校にいる時間、昼食を食べる時間、家に帰る時間、寝る時間等々 の
ように、一定の型を辿る。そうして子どもはこれらの時間と時針の針のある位置とをあわ
せることを学ぶことをよろこぶ。大人は動く針を持っている大きな厚紙の時計を作る。針
が昼食の時間12時を指す。そして壁にかけてあるほんとうの時計の針が同じ位置に来た
時、子どもはどちらの針も同じであり、そしてそれは昼食の時間であるということが教え
られる。
下町に行きたがってもどかしがる子どもが、もう5分待たなければならないから、大人
は「5分たったら行こう」といい、時計で5分間を示してやる。たいていの場合子どもは
じっと時計をみており、そして5分たつと、出かける時間だということを、大人に気づか
せるために振りむく｡
最上の訓練にもかかわらず、幼稚園ろう児の時間についての理解は限られている。しか
し、子どもや両親にとって生活を非常に愉快なものとして、又子どもにとって、時間につ
いての将来の言語指導をより簡単で、より興味あるものとするところの何らかの理解を子
どもは習得することができる。
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)お話と絵の叙途
一般的経験の背景をことばと話で述べることを要求するところの物語と絵の叙述の特殊
指導は幼稚園における子どもの最後の年が5才か6才であるから、それ以前に始めること
は稀である。この時までに子どもは色々 の方法で繰り返し繰り返し述べられた少年時代の
普通の物語りや絵についての多くの経験を持つべきである。
子どもに準備が出来たら、それぞれの物語の中に順序があるということを子どもに印象
づけるためによくなれた物語の使用を通して特殊の方法がとられるべきである。例えば
9αcルは丘に登る前に倒れたと子どもが考えるならば、その子は，αCルα刎騨〃の物語を
理解することはできない。恐らく子どもは物語を身振りにすることに幾らかの経験をもっ
ており、又順序についてある概念を作っている。順序についての正確な概念をもたせるた
めに、大人は特定の順番を描いてある1枚1枚の絵のシリー ズをもつであろう○一時に1
枚の絵が子供に示され、簡単な文で話がされる。そして絵の全部の話がすむまでふちをそ
ろえておかれるか、あるいは溝のあるチャー トにかけておかれる。、
最初の絵は左に、最後の絵は右にして全部の絵が適当な位置におかれたあと1枚1枚の
絵について話をする｡子どもは大人が用いた文を用いてそれぞれの絵を叙述することを奨
励される。それから絵はとりはずされ、まぜ合わされて子どもの手に渡される。子どもは
それらの絵を正しい順番にチャー トの中にもどすか、ふちを揃えて置くかすることを始め
る。子どもがこうすることがだんだんうまく適応するようになると、絵をおきながら、そ
れぞれの絵について話をするように求められる。
大人は店へのお使いを描いた一続きの絵を集める’1枚はお母さんが子どもにお金を与
えている絵である。次は子どもが店の方へ入っている絵、その次は店員から品物を買いお
金を払っている絵、その次は家へ帰っている絵、おしまいにはお母さんにその品物を渡し
ている絵である。この種の絵は描かれるか、あるいは本屋で前期用の読本の利用できるも
のの中から見つけ出される｡
物語りは、はっきり作られなければならない。学習は面白いし面白くしなければならな
い。物語は色のついた魅力のある絵を用いて話される。それは身振りで示され劇化され
る。そして1枚1枚の絵が適当な順序におかれる。物語りがすんだら、それについて質問
がなされるo
この指導は非常に重要である。物語の順序や1つの出来事はもう1つのIH来事が起る前
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に起らなければならないという事実を子どもが理解することは、こ･の段階が子供が受ける
指導の内容に耐え得ることを示す。子どもは話されたこと、読まれたりする全体の話や短
い記事の内容を把み、そして非常に容易に内容を眺め得るような質問に答えるためにより
よく準備される。
お話は子どもの旅行から発達させられる。そして、それには、黒板に絵をかいたり雑誌
や子どもの本からのスケッチや絵を用いたりする。
子どもは旅行や絵について話したいことは何でもいう様に奨励されるべきである。旅行
の興味ある出来事が、すべて大体議論されたら大人はそれらを物語りの形式に再編し、そ
して挿絵を用いて子どもに話し子どもにも話してみるようにすすめるo
ことばが熟練するとともに論理的思考を進めるために計企されたこれらのお話遊びを通
して達成される成功は指導する教師や親の技術に依存する。子どもはこの場面で幸福でな
ければならない。そしてその上に、指導と目的がなければならない。
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